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◇市報は５日・２０日（１月と１０月は１日・２０日）、市議会だよりは１・４・７・１０月の最終日曜日に発行します。新聞折り込みのほか、
市の施設、市内の各駅・郵便局・ＪＡなどで配布し、小平市ホームページにも掲載しています。郵送をご希望の方は秘書広報課へ。

桓ラスパイレス指数の状況
　　　　 　   （平成２０年４月１日現在）

都内２６市平均東京都小平市

１０２.７１０４.２１００.７
※ラスパイレス指数とは、国家公務員
の給与水準を１００とした場合の地方
公務員の給与水準を示す指数です。
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敢人件費の状況（普通会計決算）
（参考）

１９年度の人件費率
人件費率
（Ｂ/Ａ）

人件費
（Ｂ）実質収支歳出額

（Ａ）
住民基本
台帳人口区　分

２０.１％２０.１％９９億３４４万円１１億３００万円４９３億７,４１０万円２１.３.３１現在
１７万９,０２７人２０年度

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

柑職員給与費の状況（普通会計決算）
１人当たり
給与費（Ｂ/Ａ）

給　　与　　費職員数
（Ａ）区　分

計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当等給　料

７１６万円６２億３９０万円１５億９,２２４万円１１億１,０１３万円３５億１５３万円８６６人２０年度

※職員手当等には退職手当を含みません。
※職員数は平成２０年４月１日現在の人数です。

棺職員の平均給料月額および平均年齢の状況
　　　 　　  　　（平成２１年４月１日現在）

技能労務職一般行政職
区　分

平均年齢平均給料
月　　額平均年齢平均給料

月　　額

４５.９歳３１万７,２６８円４２.６歳３５万１,６７３円小平市

４６.６歳３１万６,８０１円４３.１歳３４万３,９０３円東京都

款職員の初任給の状況　　　　　　
　（平成２１年４月１日現在）

国東京都小平市区　分

１７万２,２００円１８万１,２００円１８万１,２００円大学卒
一　般
行政職

１４万１００円１４万２,７００円１４万７,１００円高校卒

歓職員の経験年数別・学歴別平均給料
　月額の状況　　 （平成２１年４月１日現在）

経験年数
２０年

経験年数
１５年

経験年数
１０年区　　　分

３９万８８円３２万９，５９２円２７万７，１４５円大学卒一　般
行政職 －－－高校卒

２９万２，５１１円－－全学歴技　能
労務職

汗一般行政職の級別職員数の状況　　　　　 　　　　　　　（平成２１年４月１日現在）

計
１級２級３級４級５級６級７級８級区　分

主事主事主任係長課長補佐課長課長部長標準的な
職務内容

５５１人１７人１５７人８６人１４４人７０人２１人３８人１８人職員数

１００.０％３.１％２８.５％１５.６％２６.１％１２.７％３.８％６.９％３.３％構成比

※給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です（税務職、薬剤師・医療技術職、看護・保健職、
福祉職、技能労務職、教育公務員を除く）。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

漢昇給期間短縮の状況（一般行政職）
平成２０年度平成１９年度区　　　分

５７０人５８５人職員数（Ａ）

３７人８３人普通昇給期間（１２月）を短縮して
昇給した職員数（Ｂ）

６.５％１４.２％比率（Ｂ/Ａ）

※職員は通常１２か月良好な成績で勤務したとき昇給しますが、勤務成績が特に良好な場合、昇給期間が
短縮されます。

　小平市職員の給与制度については、市議会における給与条例、予算など
の審議がなされたあとに決定されています。
　その内容について、市民の皆さんにご理解をいただくため、平成２１年４
月１日現在の小平市の職員給与などの状況を、次のとおりお知らせします。

問合せ　職員課緯０４２（３４６）９５１４

小平市職員の給小平市職員の給与与

澗職員手当の状況
国東　京　都小　平　市区　　　分

勤　勉期　末勤　勉期　末勤　勉期　末

期末勤勉手当
（平成２０年度）

０.７５月分１.４０月分０.５月分１.６０月分０.６２５月分１.４５月分６月期分

０.７５月分１.６０月分０.５月分１.６５月分０.６２５月分１.５５月分１２月期分

－－－０.２５月分－０.２５月分３月期分

１.５０月分３.００月分１.００月分３.５０月分１.２５月分３.２５月分計

有有有職務上の段階に
よる加算措置

勧奨・定年自己都合勧奨・定年自己都合勧奨・定年自己都合

退職手当
（平成２０年度）

５９.２８月分５９.２８月分５９.２０月分５０.００月分５９.２０月分５０.００月分最高限度額

３０.５５月分２３.５０月分３３.５０月分２４.２５月分３３.５０月分２４.２５月分勤続２０年

４１.３４月分３３.５０月分４３.５０月分３２.５０月分４３.５０月分３２.５０月分勤続２５年

５９.２８月分４７.５０月分５９.２０月分４９.７５月分５９.２０月分４９.７５月分勤続３５年

定年前早期退職特例措置（２～２０％加算）その他の
加算措置

２,７０９万円１，０８１万円１人当たり平均支給額

※退職手当の支給率については、平成２１年度のものです。
※退職手当の１人当たりの平均支給額は、平成２０年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額
です。
※平成２１年６月期は、小平市においては期末手当の０.２月を凍結して支給しました。また、東京都において
は期末手当の０.２月、国においては期末手当の０.１５月と勤勉手当の０.０５月を凍結して支給しました。

お知らせします

潅特別職の報酬等の状況　　　　　　　　　  　　（平成２１年４月１日現在）
支給割合計支給割合区　分給料等月額区　分

４.４０月分

２０年度６月期
２.０５月分市　　長

副 市 長期
末
手
当

１０５万円市　　長給　

料 ２０年度１２月期
２.３５月分９０万円副 市 長

２０年度６月期
２.０５月分

２０年度１２月期
２.３５月分

議　　長

副 議 長

議　　員

６５万円議　　長
報　

酬
５８万円副 議 長

５５万円議　　員

環部門別職員数の状況と主な増減理由　　　　  　　 （各年４月１日現在）

主な増減理由対前年
増減数

職　員　数
区　　　分

平成２１年平成２０年
０１０１０議　　会

一般行政部門

業務増　４１７４１７０総務企画
業務増　１６７６６税　　務
退職不補充▲２２８８２９０民　　生
事務の統廃合・縮小、退職不補充▲２４３４５衛　　生

０４４農林水産
業務増１７６商　　工
事務の統廃合・縮小▲６７７８３土　　木

▲４６７０６７４小　　計
事務の統廃合・縮小、退職不補充▲２１９１１９３教　　育

特別行政部門
▲２１９１１９３小　　計

事務の統廃合・縮小▲２１４１６下 水 道
公営企業等
会計部門 事務の統廃合・縮小▲６４４５０そ の 他

▲８５８６６小　　計
▲１４９１９９３３合　　　計

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員など
を含み、臨時または非常勤職員を除いています。

全地域支給対象地域

地域手当
（平成２１年
４月１日現在）

１４.５％支給率

９５９人支給対象
職員数

地域区分により
１８％～０％

国の制度
（支給率）

５９万８,２１８円

支給対象職員
１人当たり
平均支給年額
（２０年度決算）

２億８,３０７万円支給総額
平成
２０年度

時間外
勤　務
手　当

２９万３,０２９円
職員１人
当たり
支給年額

２億６,８５２万円支給総額
平成
１９年度

２７万５,９７１円
職員１人
当たり
支給年額

　隠定員管理の数値目標の年次別進ちょく状況（実績）の概要 （各年４月１日現在）

　（参考）小平市行財政再構築プランにおける定員管理の数値目標

数　値　目　標
計　　画　　期　　間

終　　　期始　　　期

１９人の純減平成２２年４月１日平成１９年４月１日

（参考）
数値目標計平成

２１年
平成
２０年

平成
１９年

平成
１８年

平成
１７年

　　　　　区　分
部　門　　　　　

－－６７０６７４６８１６８６６９０職員数
一般行政

－▲２０▲４▲７▲５▲４増　減

－－１９１１９３１９５１９８１９７職員数
教　　育

－▲６▲２▲２▲３１増　減

－－－－－－－職員数
消　　防

－－－－－－増　減

－－５８６６６８６８８３職員数公営企業等
会　　計 －▲２５▲８▲２０▲１５増　減

９２６－９１９９３３９４４９５２９７０職員数
合　　計

▲４４▲５１（１１５.９％）▲１４▲１１▲８▲１８増　減
※（　％）内の数値は、数値目標に対する進ちょく率を示しています。
※増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を、計の欄にあっては平成１７年から平成
２１年までの職員増減数の累計を示しています。

甘定員管理の数値目標および進ちょく状況
　陰平成１７年４月１日～平成２２年４月１日における定員管理の数値目標

純減率純減数平成２２年４月１日職員数平成１７年４月１日職員数
４.５％４４人９２６人９７０人

　　　　　　　　　 　　（平成２１年４月１日現在）

国の制度の内容内　　容区分

配偶者１万３，０００円
その他の扶養親族１人につき月額６，５００円
満１６歳から２２歳までの子について５，０００円
加算措置

配偶者１万３，６００円
その他の扶養親族１人につき月額６，６００円
満１６歳から２２歳までの子について４，０００円
加算措置

扶養
手当

自宅新築・購入後５年以内　月額２，５００円
賃貸住宅　月額２万７，０００円まで月額８，４００円住居

手当

６か月分を一括支給
交通機関利用者　１か月当たりの支給限度額
５万５，０００円まで
自転車等利用者　通勤距離に応じて支給

６か月分を一括支給
交通機関利用者　１か月当たりの支給限度額
５万５，０００円まで
自転車等利用者　通勤距離に応じて支給

通勤
手当

全　職　種区　　　分

特殊勤務手当
（平成２０年度）

６.８％職員全体に占める手当支給職員の割合
１万３,２３８円支給対象職員１人当たり平均支給年額

６手当の種類

滞納整理手当、福祉事務手当、
犬猫等死体処理手当主な手当の名称

財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財 政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政 状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状 況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況 ののののののののののののののののののののののののの 公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公財 政 状 況 の 公 表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
　今回は、市民一人当たりの貯金残高です。
　市では、特定の目的のために貯金をしています（積立基金）。積
立基金には、大幅な税収減や年度間の財源の不均衡を調整するた
めの「財政調整基金」、公共施設の整備・改修のための「公共施設
整備基金」、その他「職員退職手当基金」・「緑化基金」などがあり
ます。

　平成２０年度、普通会計における市民一人当たりの貯金の残高は
約５万円で、多摩２６市平均の約６万２，０００円を下回りました。平
成１９年度と比較すると、市民一人当たりの貯金残高は約３，５００円
減少し、２６市中順位も高い方から１６位へ下がりました（平成１９年度
は１４位）。これは、景気後退による法人市民税の減収などの財源
不足の補てんとして、繰入額を増やしたことによる財政調整基金
残高の減、例年より多く支出した退職手当の財源として繰入額を
増やしたことによる職員退職手当基金残高の減によるものです。
　今後も、景気動向や大きな事業を進めていくためには、基金か
らの取り崩しが必要になります。そのため、基金は財源に余裕の
あるときに計画的に積み立てていくことがたいへん重要なことと
なります。
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な

ど
、申
告
書
が
必
要
な
方
は
、問

合
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

償
却
資
産
に
は
、
大
き
く
分

け
て
次
の
よ
う
な
資
産
が
あ
り

ま
す
。

▽
構
築
物
（
看
板
類
、
フ
ェ
ン

ス
、
屋
外
照
明
、
駐
車
場
の
舗

装
ほ
か
）

▽
機
械
、
装
置
、
車
両
お
よ
び

運
搬
具
、
備
品
ほ
か

　

原
則
と
し
て
、
税
務
署
へ
の

確
定
申
告
や
事
業
決
算
に
あ
た

り
、
毎
年
、
減
価
償
却
資
産
と

し
て
計
上
し
て
い
る
資
産
が
対

　

東
京
都
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
で
は
、
保
養
施
設
「
温

泉
セ
ン
タ
ー
」
の
利
用
料
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ　

下
図
参
照

利
用
資
格　

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方

利
用
方
法　

国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
を
持
参
の
う
え
、
保

険
年
金
課
、
東
部
・
西
部
出
張

所
、
動
く
市
役
所
の
い
ず
れ
か

で
「
温
泉
セ
ン
タ
ー
割
引
利
用

券
」
の
交
付
を
受
け
、
利
用
の

際
、
施
設
窓
口
に
利
用
料
金
を

添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
険
年
金
課
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
２
９

象
に
な
り
ま
す
。

※
車
両
の
う
ち
、
自
動
車
税
・

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な

る
も
の
は
対
象
外
で
す
。

※
平
成　

年
１
月
１
日
現
在
の

２２

事
業
用
資
産
の
所
有
状
況
を
、

２
月
１
日
（
月
）
ま
で
に
問
合

せ
先
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

税
務
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
２
１

怯
今
年
か
ら
電
子
申
告
が
利
用

で
き
ま
す

　
　

月　

日
（
月
）
か
ら
始
ま

１２

１４

る
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）
に
よ
る
電
子

申
告
も
で
き
ま
す
。

※
電
子
申
告
開
始
の
手
続
き
や

操
作
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
エ

ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.eltax.j

p
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
サ
ポ

ー
ト
デ
ス
ク
緯
０
５
７
０
（
０

８
１
４
５
９
）（
午
前
８
時　

分
３０

～
午
後
８
時
、
土
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

 　

市
報　

月　

日
号
で
掲
載
し

１１

２０

た
「
電
子
申
告
・
申
請
の
受
付

開
始
」
の　

月　

日
（
月
）
か

１２

１４

ら
電
子
申
請
・
届
け
出
の
受
付

を
開
始
す
る
項
目
の
う
ち
「
個

人
住
民
税
（
特
別
徴
収
義
務
者

の
所
在
地
・
名
称
等
変
更
届
）」

は
、
受
付
を
延
期
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

問
合
せ　

税
務
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
２
１

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る

電
子
申
請
・
届
け
出

サ
ー
ビ
ス
の
変
更

分
け
を
行
い
ま
し
た
（
上
表
）。

　

今
後
は
、
仕
分
け
結
果
を
参

考
に
、
予
算
や
事
業
の
見
直
し

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

※
仕
分
け
結
果
の
詳
細
な
ど

は
、
市
政
資
料
コ
ー
ナ
ー
（
市

役
所
１
階
）、
東
部
・
西
部
出

張
所
、
小
平
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
合
せ　

行
政
経
営
課
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
７
５
６

 　

市
で
は
、
市
内
の
建
設
業
者

団
体
（
小
平
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
斡
旋
協
会
）と
協
定
を
結
び
、

住
宅
の
修
繕
・
増
改
築
、
造
園

な
ど
で
発
注
先
が
わ
か
ら
ず
お

市
内
業
者
の

あ
っ
せ
ん
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

困
り
の
方
に
業
者
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

小
さ
な
工
事
や
作
業
で
も
受

け
付
け
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

地
域
文
化
課
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
３
２

 　

市
で
は
、
ペ
ッ
ト
（
犬
・
猫

ペ
ッ
ト
情
報

登

録

制

度

ご
利
用
く
だ
さ
い

な
ど
）
を
手
放
そ
う
と
す
る
方

と
、
新
た
に
飼
育
を
希
望
す
る

方
と
の
橋
渡
し
を
し
て
い
ま

す
。
利
用
者
か
ら
は
た
い
へ
ん

好
評
を
得
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

▽
現
に
ペ
ッ
ト
を
飼

育
し
て
い
る
市
民
（
飼
育
者
）

▽
ペ
ッ
ト
の
飼
育
を
希
望
す
る

方
（
希
望
者
）

対
象
ペ
ッ
ト　

▽
原
則
と
し
て

幼
年
期
に
あ
る
こ
と

▽
健
康
で
あ
る
こ
と

▽
希
望
者
へ
引
き
継
い
で
も
問

題
が
な
い
こ
と

利
用
方
法　

▽
飼
育
者
、
希
望

者
の
い
ず
れ
も
、
登
録
カ
ー
ド

に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い

※
飼
育
者
は
、
ペ
ッ
ト
１
匹
に

つ
き
１
枚
の
写
真
が
必
要
で
す

（
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ

ん
）。

▽
飼
育
者
、
希
望
者
の
い
ず
れ

も
登
録
カ
ー
ド
を
閲
覧
し
て
、

相
手
を
探
し
て
く
だ
さ
い

▽
受
け
渡
し
は
、
当
事
者
間
で

誠
意
を
も
っ
て
話
し
合
っ
て
く

だ
さ
い

▽
市
は
紹
介
し
た
ペ
ッ
ト
の
受

け
渡
し
や
、
そ
の
後
の
飼
育
に

お
い
て
生
じ
た
問
題
に
つ
い
て

一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん

▽
ペ
ッ
ト
の
譲
渡
は
無
料
で
す

登
録
有
効
期
限　

登
録
し
た
日

の
翌
日
か
ら
飼
育
者
は
１
か

月
、
希
望
者
は
３
か
月
を
経
過

し
た
日
の
属
す
る
月
の
末
日
ま

で※
ペ
ッ
ト
の
写
真
は
、
小
平
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

問
合
せ　

環
境
保
全
課
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
３
６

 　

市
で
は
、　

月
５
日
か
ら
５

１１

回
に
わ
た
り
、
有
識
者
と
公
募

委
員
に
よ
る
小
平
市
事
業
仕
分

け
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
開
始
か
ら　
４０

年
以
上
経
過
し
た　

事
業
の
仕

３２

事
業
仕
分
け
を

実
施
し
ま
し
た

g
g

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g

q
q

q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q
q

  
と　

き　

１
月　

日
（
土
）　

１６

午
前
９
時
～　

時　

分

１１

２０

と
こ
ろ　

小
平
消
防
署
（
仲
町

　

）
２１費　

用　

１
千
２
百
円
（
テ
キ

ス
ト
代
・
人
工
呼
吸
用
マ
ス
ク

を
含
む
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
、
３
年
以
内
に
普
通
救

命
講
習
を
受
講
し
た
方

定　

員　
　

人
３０

内　

容　

心
肺
そ
せ
い
法
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
の
取
り
扱

い
を
含
む
）、異
物
除
去
法
ほ
か

※
動
き
や
す
い
服
装
（
ス
カ
ー

ト
不
可
）、
運
動
靴
な
ど
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
災
害
発
生
時
に
は
中
止
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み　

小
平
消
防
署
予
防
課

へ
（
先
着
順
）
緯　

（
３
４
１
）

０４２

０
１
１
９

 　

よ
く
あ
る
税
の
質
問
の
手
段

と
し
て
利
用
い
た
だ
い
て
き
た

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
は
、　

月
１１

普
通
救
命
再
講
習

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

サ
ー
ビ
ス
を
一
部
終
了

　

日
（
月
）
を
も
ち
ま
し
て
、

３０電
話
音
声
と
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
ま
し

た
。

　

な
お
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
携

帯
電
話
サ
イ
ト
を
含
む
）
に
よ

る
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
は
、
引

き
続
き
利
用
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.nta.g

o.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

東
村
山
税
務
署
緯　
０４２

（
３
９
４
）
６
８
１
１

 　

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
（
ｅ
們
Ｔ
ａ
ｘ
）
は
、
自

宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申
告
で
き

る
便
利
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

ｅ
們
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
所

得
税
の
申
告
を
す
る
と
次
の
利

点
が
あ
り
ま
す
。

▽
最
高
５
千
円
の
税
額
控
除

※
平
成　

年
分
ま
た
は
平
成　

１９

２０

年
分
の
確
定
申
告
で
こ
の
控
除

を
受
け
た
方
は
対
象
外
。

▽
添
付
書
類
（
医
療
費
の
領
収

書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど
）
の
提

出
省
略

▽
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

※
ｅ
們
Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
に
は
、

国
税
電
子
申
告
・

納
税
シ
ス
テ
ム
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

事
前
準
備
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

東
村
山
税
務
署
緯　
０４２

（
３
９
４
）
６
８
１
１

 　

都
税
事
務
所
、
都
税
支
所
・

支
庁
、
都
税
総
合
事
務
セ
ン
タ

ー
・
自
動
車
税
事
務
所
で
の
都

税
の
申
告
・
納
税
・
証
明
な
ど

の
事
務
の
取
り
扱
い
は
、
年
末

は　

月　

日
（
月
）
ま
で
、
年

１２

２８

始
は
１
月
４
日
（
月
）
か
ら
と

な
り
ま
す
。

　
　

月　

日
（
火
）
か
ら
１
月

１２

２９

３
日
（
日
）
ま
で
の
期
間
に
申

告
書
や
申
請
書
を
提
出
す
る
場

合
は
、
都
税
事
務
所
や
都
税
支

所
な
ど
に
設
置
し
て
い
る
「
申

告
書
等
受
箱
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

立
川
都
税
事
務
所
緯

０
４
２
（
５
２
３
）
３
１
７
１

 　

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
時
期

に
な
り
ま
し
た
。暖
房
器
具
は
、

取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
み
、
適

正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

都
税
事
務
所
な
ど
の

年
末
年
始
の
窓
口
業
務

暖
房
器
具
の

取
り
扱
い
に

ご

注

意

を

▽
使
用
前
に
点
検
整
備
を
行
う

▽
暖
房
器
具
の
周
囲
に
は
可
燃

物
を
置
か
な
い

▽
給
油
は
、
必
ず
ス
イ
ッ
チ
を

切
っ
た
状
態
で
行
い
、
溢
れ
さ

せ
る
、
ま
た
は
こ
ぼ
す
こ
と
の

な
い
よ
う
に
す
る

問
合
せ　

小
平
消
防
署
予
防
課

緯　

（
３
４
１
）
０
１
１
９

０４２

 　

市
で
は
、　

月
７
日
（
月
）

１２

ま
で
、
高
齢
者
・
二
輪
車
の
交

通
事
故
防
止
、
違
法
駐
車
の
排

除
を
掲
げ
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
交

通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

中
で
す
。

　

ま
た
、　

月　

日
（
金
）
か

１２

１１

ら　

日
（
木
）
ま
で
、
飲
酒
運

１７
転
さ
せ
な
い
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

年
末
は
交
通
事
故
、
飲
酒
運

転
が
増
加
し
が
ち
で
す
。「
ほ

ん
の
ち
ょ
っ
と
」
の
つ
も
り
で

も
、
悲
惨
な
結
果
を
招
き
か
ね

ま
せ
ん
。
お
互
い
に
声
を
掛
け

合
い
、
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通

安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

小
平
警
察
署
交
通
課

緯　

（
３
４
３
）
０
１
１
０
、

０４２
交
通
対
策
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
８
２
７

年

末

の

交
通
事
故
防
止
に

ご

協

力

を

※国の支給率は１７％～０％の経過措置中です。
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国
民
健
康
保
険

温
泉
セ
ン
タ

温
泉
セ
ン
タ
ーー

利
用
の
助

利
用
の
助

成成

※平成２１年６月期は、期末手当の０.２月を凍結して支給しました。また平成２１年度１２月期
は、期末手当の０.１５月を引き下げて支給します。

②市民一人当たりの貯金残高シリーズ

平成２０年度の普通会計市民一人当たりの
貯金残高は約５万円でした

ご意見・ご感想をお寄せください
俊 ０４２（３４６）９５１３、死 zaisei@city.kodaira.lg.jp

問合せ　財政課緯０４２（３４６）９５０４

平成22年度

事業仕分け結果（概要）
件数区　　　分

１国・都・他の自治体と共同

１２市（現状のまま）

１拡充

１８やり方の見直し

３２合　計
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